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加
舎
白
雄
顕
彰
保
存
会

は
こ
の
ほ
ど
、
加
舎
白
雄

顕
２
３
４
回
忌
全
国
俳
句

大
会
を
上
田
市
中
央
北
の

大
輪
寺
で
開
い
た
。

　

同
会
は
、
上
田
藩
士
加

舎
家
次
男
で
江
戸
時
代
後

期
に
活
躍
し
た
俳
人
加
舎

白
雄
（
１
７
３
８
─
１
７

９
１
）
の
、
清
貧
で
俗
欲

の
な
い
生
き
方
に
共
感
し

た
人
が
集
り
、
そ
の
俳
業

を
顕
彰
し
て
い
る
。

　

同
大
会
は
毎
年
、
加
舎

白
雄
を
広
く
周
知
し
、
末

永
く
業
績
を
語
り
継
ご
う

と
開
催
。
長
野
県
俳
人
協

会
の
協
賛
や
、
上
田
市
や

企
業
・
組
織
な
ど
の
後
援

で
実
施
し
て
い
る
。

　

今
回
大
会
の
投
句
者
は

１
１
７
人
で
、
投
句
総
数

は
５
８
２
句
（
昨
年
度
は

１
５
９
人
、
６
９
１
句
）。

各
選
者
の
特
選
句
を
対
象

に
各
賞
を
選
出
し
、
受
賞

を
表
彰
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
た

ち
に
も
俳
句
に
親
し
ん
で

も
ら
お
う
と
、
小
中
学
生

か
ら
も
句
を
募
集
。
今
年

で
22
回
目
と
な
り
、
11
校

か
ら
６
４
０
句
が
集
ま
っ

た
。
ま
た
、
大
会
当
日
句

も
募
集
し
、
各
選
者
が
特

選
な
ど
を
選
ん
だ
。

　

最
高
賞
の
加
舎
白
雄
顕

彰
保
存
会
賞
は
、
上
田
市

の
田
中
和
子
さ
が
初
受

賞
。
受
賞
作
品
は
「
地
下

壕
の
鉄
柵
に
垂
る
雪
解

水
」。
田
中
さ
ん
は
「
雪

解
け
の
季
節
に
戦
争
遺
跡

を
訪
問
し
、
あ
ら
た
め
て

平
和
を
願
う
気
持
ち
を
強

く
も
っ
た
。
そ
の
時
の
目

に
し
た
光
景
を
詠
ん
だ
」

と
話
し
て
い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
主
な
募
集

区
入
選
作
品
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）。

　

▽
長
野
県
俳
人
協
会

賞
、
点
滴
の
管
に
絡
ま
れ

春
寒
し
（
佐
久
市
・
土
屋

郷
志
）

　

▽
上
田
市
長
賞
、
生
き

る
こ
と
試
さ
れ
て
ゐ
る
酷

暑
か
な
（
宮
城
県
・
菊
地

美
紀
）

　

▽
上
田
商
工
会
議
所
会

頭
賞
、
野
蒜
摘
み
晩
に
友

来
て
酒
を
酌
む（
小
諸
市
・

小
泉
）

　

▽
信
濃
毎
日
新
聞
社

賞
、
草
笛
を
吹
い
て
は
ダ

ム
の
底
語
る（
神
奈
川
県
・

高
梨
裕
）

　

▽
加
舎
白
雄
顕
彰
保
存

会
会
長
賞
、
夏
雲
や
少
年

嗚
咽
憚
ら
ず
（
長
野
市
・

松
下
勝
昭
）

　

ほ
か
白
雄
賞
３
句
。
選

者
９
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
特

選
、
秀
逸
、
入
選
を
選
出
。

　

当
日
句
の
特
選
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）。

　

▽
墓
所
晴
れ
て
馳
走
の

や
う
な
檪
の
実
（
佐
久
穂

町
・
上
村
敦
子
）

　

▽
し
め
や
か
な
羽
音
水

音
白
雄
の
忌
（
上
田
市
・

田
中
和
子
）

　

▽
秋
手
入
終
へ
風
の
空

鳥
の
空
（
千
曲
市
・
柳
沢

美
恵
子
）

　

▽
白
雄
忌
や
遠
く
の
山

も
良
く
見
ゆ
る（
上
田
市
・

清
水
ゆ
き
子
）

　

▽
梵
鐘
の
笛
の
天
女
に

秋
日
泌
む
（
上
田
市
・
田

中
和
子
）

　

▽
向
き
も
長
さ
も
そ
ろ

ひ
て
並
ぶ
棚
田
稲
架
（
上

田
市
・
海
野
良
三
）

入賞者の表彰

加舎白雄顕彰保存会　全国俳句大会

　

日
伊
協
会
長
野
（
渡
辺

千
洋
会
長
）は
こ
の
ほ
ど
、

事
務
局
を
置
く
上
田
市
海

野
町
のJewelrySalon

ヤ
ジ
マ
（
矢
島
万
記
子
社

長
）
で
第
16
回
目
の
文
化

セ
ミ
ナ
ー
「
地
方
か
ら
の

日
伊
交
流
」
を
開
催
し
、

イ
タ
リ
ア
人
の
レ
オ
ナ
ル

ド
・
グ
ラ
ー
ヴ
ァ
さ
ん

（
41
）
が
世
界
遺
産
が
あ

る
故
郷
を
語
り
先
月
、
上

田
に
移
住
し
た
イ
タ
リ
ア

人
と
日
本
人
の
夫
妻
な
ど

20
人
ほ
ど
が
聞
い
た
。

　

レ
オ
ナ
ル
ド
さ
ん

は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
ト
レ

ヴ
ィ
ー
ゾ
県
に
あ
る
人
口

３
４
０
０
０
人
ほ
ど
の
コ

ネ
リ
ア
ー
ノ
出
身
で
、
現

在
日
本
人
妻
と
野
沢
温
泉

に
住
ん
で
い
る
。
故
郷
の

ト
レ
ヴ
ィ
ー
ゾ
は
ラ
グ

ビ
ー
が
盛
ん
な
土
地
で
、

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
１
９
大
会
に
向
け

て
２
０
１
８
年
と
翌
年
の

２
カ
年
に
わ
た
り
こ
の
地

の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
な
ど

を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
イ

タ
リ
ア
代
表
チ
ー
ム
が
菅

平
高
原
に
レ
ー
ニ
ン

グ
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ

て
い
る
上
田
市
に
馴

染
み
の
深
い
場
所
。

　

レ
オ
ナ
ル
ド
さ
ん

は
、
２
０
１
６
年
に

共
通
の
知
人
を
通

じ
て
知
り
合
っ
た
日

本
人
妻
と
結
婚
し
来

日
。
現
在
は
、
妻
の

祖
母
の
実
家
が
あ
る

野
沢
温
泉
に
住
ん
で

い
る
。
来
日
し
て
１

年
半
ほ
ど
は
村
内
の

イ
タ
リ
ア
料
理
の
店

で
勤
務
し
、
現
在
は
別
な

会
社
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し

て
働
い
て
い
る
。

　

講
演
で
は
、
故
郷
コ
ネ

リ
ア
ー
ノ
に
あ
る
１
７
０

０
年
に
建
設
さ
れ
た
市
役

所
、
１
８
６
０
年
に
建
設

さ
れ
た
劇
場
、
さ
ら
に
は

９
０
０
年
に
建
て
ら
れ

た
城
の
ホ
テ
ルCASTEL 

BRANDO

（
カ
ス
テ
ル
ブ

ラ
ン
ド
）
な
ど
の
紹
介
を

し
た
。　

　

国
内
で
盛
ん
な
ス
ポ
ー

ツ
の
一
つ
で
あ
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

セ
リ
エ
Ａ
１
地
元
チ
ー
ム

イ
モ
コ
コ
ネ
リ
ア
ー
ノ
に

は
、
パ
リ
五
輪
で
活
躍
し

た
日
本
代
表
セ
ッ
タ
ー
関

菜
々
巳
選
手
が
今
年
６
月

に
加
入
し
た
。
１
８
６
７

年
に
イ
タ
リ
ア
国
内
で

最
初
の
ワ
イ
ン
醸
造
学

校
と
し
て
設
立
さ
れ
た

Scuola Enologica

（
コ

ネ
リ
ア
ー
ノ
ワ
イ
ン
学

校
）
は
、
パ
ド
ヴ
ァ
大
学

コ
ネ
リ
ア
ー
ノ
キ
ャ
ン
パ

ス
と
連
携
し
て
ブ
ド
ウ
栽

培
や
ワ
イ
ン
醸
造
学
の
３

年
間
の
学
位
コ
ー
ス
、
研

究
施
設
も
併
設
さ
れ
て
い

る
。
同
大
学
は
、
１
２
２

２
年
の
創
立
で
イ
タ
リ
ア

国
内
で
は
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

大
学
に
次
い
で
２
番
目
に

古
い
大
学
。
か
つ
て
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ダ
ビ
ン
チ
も
学

び
、
ガ
リ
レ
オ
や
ダ
ン
テ

が
教
鞭
を
と
り
、
レ
オ
ナ

ル
ド
・
ダ
ビ
ン
チ
が
研
究

を
進
め
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

が
学
ん
だ
大
学
で
も
あ

る
。

　

コ
ネ
リ
ア
ー
ノ
の
ワ
イ

ン
と
言
え
ば
ス
パ
ー
ク
リ

ン
グ
ワ
イ
ン
で
あ
る
プ
ロ

セ
ッ
コ
。
世
界
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
風
光
明
媚
な
コ

ネ
リ
ア
ー
ノ
の
丘
陵
地
で

造
ら
れ
る
プ
ロ
セ
ッ
コ

は
、
柑
橘
類
な
ど
の
華
や

か
な
ア
ロ
マ
と
細
か
な
泡

立
ち
が
特
徴
で
、
イ
タ
リ

ア
料
理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
和
食
と
の
相
性
も
抜
群

だ
と
し
た
。

　

講
演
後
、会
場
か
ら「
こ

れ
か
ら
の
夢
は
」
と
問
わ

れ
た
レ
オ
ナ
ル
ド
さ
ん

は
「
家
族
が
全
員
幸
福
で

あ
り
続
け
る
こ
と
。
野
沢

温
泉
村
は
温
泉
も
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
大
好
き

な
の
で
と
て
も
良
い
場
所

だ
が
、
交
通
の
便
が
良
い

長
野
市
で
も
暮
ら
す
の
が

夢
だ
」
と
笑
っ
た
。

世界遺産のプロセッコの産地

講演したレオナルドさん

北イタリのコネリアーノ

レオナルドさ
ん故郷語る

世界遺産やラグビーも

日
伊
協
会
長
野 

上
田
で
文
化
セ
ミ
ナ
ー


